


東京都内の道路（イメージ）

歩道幅員２.５ｍ未満区市町村道 約９割

国道・都道 約１割

９割以上







〈概要説明〉
本路線は、ＪＲ神田駅西側に位置し、中央通りと外堀通りを結ぶ区道である。沿道には、オフィスビルや飲食店が面しており、人通りの多い路線である。

地上機器設置について、歩道内には既設埋設物が輻輳しており特殊部の設置が困難であったこと、また、本路線の沿道状況に適した景観にも配慮し、当時は

パイロット的な無電柱化方式であった、柱状型機器を使用したソフト地中化を採用した。

ソフト地中化採用にあたっての課題は、多回路開閉器が柱状型機器には収納出来ないことである。今回は千代田区や地元との調整の結果、多回路開閉器を

収納する地上機器の設置場所として、近隣の区立公園用地の一部を確保した。公園用地内の機器等の設備は、企業者の占用として扱っている。

柱状機器を採用した場合の費用負担と管理区分については、道路管理者と電線管理者の協定に基づき、表１( 本頁内 ) のとおり定めた。

工事にあたっては、沿道状況により施工日や時間帯に制約を受けた箇所もあったが、飲食店等の営業に極力配慮した施工を行い、工事を完了した。

事業後事業前

事業工程
年度 H25 H26 H27 H28 H29

予備設計 千代田区で実施済

補足

詳細設計

支障移設 実施済

本体工事

引込連系

道路設計

道路工事

国土地理院地図を基に作成

〈公園内の地上機器〉

〈柱状型機器〉

案内図

地上機器

設置箇所

撮影

区立神田

児童公園

外

掘

通

り

N

標準断面図
（西から東を望む ）

電線共同溝

管路部

電線共同溝

特殊部

柱状型機器

支柱 →

〈柱上機器の費用負担と管理区分〉

変圧器
費用負担 管理区分 費用・管理

街路灯に添架 道路管理者 道路管理者 電線管理者
単独で設置 道路管理者 電線管理者 電線管理者

支柱

表１



事業前

〈概要説明〉
本路線は、飯田橋駅の東に位置し、目白通りから早稲田通りに向けて緩やかな上り坂となっている区道である。沿道には、飲食店等の店舗が立ち並ぶ

とともに、「東京大神宮」があり、縁結びの神様として大勢の参拝者で賑わっている。

本路線の歩道幅は、２ｍ程度しかなく、地上機器の設置場所を確保できないことから、千代田区や地元との調整を経て、景観にも配慮して柱状型機器

によるソフト地中化を採用した。柱状型機器の設置位置にあたっては、地先交渉を経て、沿道の荷捌き利用が制限されないよう歩道の民地側に配置する

とともに、施工時間が短く振動騒音の少ないフランジ付き鋼管杭基礎を選定した。

また、多回路開閉器は柱状型機器には収納できないため、都道管理者、電気事業者と調整し、隣接する目白通りに多回路開閉器を収納した地上機器を

設置した。なお、当該設置個所は、電線共同溝の指定範囲外になるため、連系管路、地上機器桝については連系設備とした。他に、早稲田通りや脇道区

道にも地上機器を設置している。

事業後

電線共同溝

柱状型機器

支柱

標準断面図
（西から東を望む ）

事業工程
年度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4

予備設計 千代田区にて実施済

補足

詳細設計

支障移設

本体工事

引込連系

道路設計

道路工事

案内図

撮影

地上機器

東京大神宮

N

国土地理院地図を基に作成

〈脇道区道に設置した地上機器〉

〈柱状型機器〉
〈都道目白通りに設置した地上機器〉



〈概要説明〉
本エリアは、神田駅西側にある多町大通り（千第578号）のほか、細街路７路線を含む繁華街である。狭あい道路と広幅員道路を組合せて面的に整備することで、地上機器の置き場がない狭あい道路の無電柱

化を可能なものとしている。

多町大通りは、昼夜間とも人通りが多いことから、無電柱化と併せて歩道の拡幅（２.５ｍ→４ｍ）を行っている。地上機器については、歩道拡幅後の多町大通りに集約して設置するとともに、隣接する神田

警察通りにも設置する。また、埋設物が輻輳する細街路の通信管は、需要が少ないことからボディ管路を省略し、供給用であるＦＡ管のみの整備とした。

また、本エリア沿道には飲食店が多く、多町大通りの路下には史跡（神田下水）があり、掘削するにあたり綿密な協議・調整が必要になるなど、施工条件が極めて厳しい現場であった。そのため、千代田区や

東電と協議し、掘削幅を削減できる角型多条電線管を採用している。

施工においては、沿道利用者の通行を考慮して、作業幅を減らすために電力管と通信管を個別に施工するなどの工夫を行った。他にも工程の面では、深夜営業の飲食店もあるため、地先の要望に応えて日曜の

事業工程は別紙参照

電線共同溝 電線共同溝

神田下水

多町大通り 標準断面図 （北から南を望む ）

写真

細街路断面図（西から東を望む ）

案内図

撮影

N

国土地理院地図を基に作成

細街路 事業

多町大通り 事業前

撮影
電線共同溝

（電力）

電線共同溝（通信）



【参考】神田駅周辺（事業中）
多町大通り 歩道拡幅事業工程

年度 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

予備設計 千代田区で実施済

詳細設計

支障移設

本体工事 契約不調

引込連系

道路設計

道路工事

出典「写真：土木学会選奨土木遺産ホームページ」

神田下水



〈概要説明〉

　本路線は、新目白通りから目白通りに向けて上り坂となっている幅員９.８ｍの区道である。沿道には、マンションや店舗のほか、 聖母病院、 上智大学などがあり、歩行者の多い路線である。

　無電柱化にあたっての課題は、両側の歩道幅員が１.５ｍと狭小で、地上機器の設置場所が十分に確保できないこと、既設の地下埋設物の輻輳により電線共同溝の両側配置が困難であること。

　地上機器の設置場所確保については、以下の２つの方策を実施した。

　１つ目は、道路中心線のシフトによる道路幅員構成の変更や、道路区域外通行可能空間の活用（管理者間で協定を締結）により、地上機器の設置後も、歩行者等の通行巾１.５ｍを確保したことである。

　２つ目は、地上機器の本線外設置である。本路線と接続する脇道区道や本路線沿いの区有地内にも地上機器を設置している。 脇道区道の設置については、地上機器等の設置エリアに新たに電線共同溝整備の道路指定

を行い、設置を可能とした。区有地内の設置については、新宿区と協議を重ねた結果、道路区域に編入せず、各企業が公有財産使用許可を受け設置することとした。

　既設埋設物の輻輳によるスぺース不足に対しては、道路管理者や電線管理者と調整し、当時は標準的ではなかった電線共同溝の片側配置について了承を得た。また、電線共同溝のコンパクト化も実施することで、輻

輳している埋設物の支障移設工事が大幅に減り、コスト縮減にもつなげることができた。

事業前 事業後

N

事業工程
年度 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31

予備設計

詳細設計

支障移設

本体工事

引込連系

道路設計

道路工事

国土地理院地図を基に作成

（南から北を望む ）

標準断面図

下落合駅

上智大学

聖母病院
区有地内の地上機器

脇道の地上機器

新宿区施設

撮影

案内図

通行可能空間の活用



【参考】聖母坂通り
道路幅員構成の変更

センターラインのシフト

地上機器

脇道に設置した地上機器区有地内に設置した地上機器

地上機器地上機器

１.５ｍ

道路区域外通行可能空間の活用

道路区域

１.５ｍ以上



事業前 事業後

〈概要説明〉
本路線は、東京スカイツリー建設に伴い、周辺の主要道路をまち歩き観光を楽しめる回遊ルートとして整備することを目的に、桜橋通り、言問通りと併せて無電柱化事業を実

施したものである。その名のとおり、正面にスカイツリーを望むことができ、沿道には店舗もあり人通りが多い路線となっている。

整備にあたっては、両側歩道を１ｍ前に出し、３．５ｍに拡幅することで地上機器設置後も、広い歩行空間の確保や、良好な景観の創出を図った。さらに、整備延⾧が１．２

ｋｍと⾧いことから、道路の修景については、３つの区間ごとに異なるテーマによりデザインすることで、飽きの来ない景観を演出した。

また、春日通りとの交差点付近では、右折のハーフレーン設置のため、歩道幅員が一部狭くなったことから、沿道のポケットパーク（区有地）に電線共同溝整備の道路指定を

行い、その中に地上機器を設置している。

年度 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

予備設計

詳細設計

支障移設

本体工事

引込連系

道路設計

道路工事

事業工程

ポケットパークに設置した地上機器

標準断面図
（北から南を望む ）

電線共同溝 電線共同溝

案内図

国土地理院地図を基に作成

N



二 三

1工区

１工区 事業前

〈概要説明〉
本路線は、東京オリンピック・パラリンピック２０２０の開催に際し、会場となる両国国技館の直近路線であるため、無電柱化と歩道拡幅を併せて整備してい

る。ＪＲ両国駅南側の繁華街に位置するため、沿道や高架下に飲食店などの店舗が立ち並び、昼夜とも人通りが非常に多い路線である。 また、多くの既設管路が

南側歩道路下に輻輳しており、駅側各店舗に対して車道を横断して供給されている。

無電柱化にあたっては、既設の歩道幅員が１.５ｍと狭いこと、多くの埋設物が輻輳していることから、電線共同溝の地上機器設置や円滑な歩行者通行の確保の

ため、歩道を１ｍ前に出し、歩道幅員を２.５ｍにするとともに、車道は相互通行から一方通行に変更している。

また、敷地境界にあるＪＲの側溝が電力、通信の引込みに支障となったため、流水の経路を調査し、側溝の一部撤去についてＪＲと協議した。その結果、側溝

の撤去箇所を流水の確保に配慮しながら限定し、そこから電力、通信等をＪＲ敷地内に引込んで、一部はＪＲの橋脚に立上げた後に軒先配線により各店舗（高架

下）に供給している。

施工にあたっては、店舗の営業時間に配慮し、作業日や時間帯にかなりの制約を受けたが、綿密な調整により無事に工事を完了させた。

事業工程
年度 H27 H28 H29 H30 H31

予備設計

詳細設計

支障移設

本体工事

引込連系

道路設計

道路工事 墨田区で施行

１工区 事業後 2工区 事業後

標準断面図
（西から東を望む ）

電線共同溝
電線共同溝

案内図

2工区

1工区

両国駅

N

国土地理院地図を基に作成

撮影

撮影



事業前

3,870

〈概要説明〉

本路線は、東京オリンピック・パラリンピック２０２０の開催に際し、会場となる両国国技館の直近路線であるため、無電柱化と歩道拡幅を併せて整

備している。ＪＲ両国駅と清澄通りを結び、沿道には飲食店等が立ち並ぶため、人の往来が多い路線である。 また、線路側はＪＲの擁壁があり、事業前

は幅１.５ｍの自転車置き場になっていた。

無電柱化にあたっては、自転車置場を移転し、幅員３.８ｍの歩道を整備したことで、地上機器設置後も歩行空間を十分確保することが出来た。また、

引込需要が片側のみであることから、電線共同溝は片側配置とした。歩道舗装は、インターロッキング舗装とし、障がい者用誘導用ブロックを連続配置

しており、車止めは視認性向上のため反射テープ付きのものとしている。

事業工程
年度 H27 H28 H29 H30 H31

予備設計

詳細設計

支障移設

本体工事

引込連系

道路設計

道路工事 墨田区で施行

事業後

標準断面図
（西から東を望む ）

電線共同溝

国土地理院地図を基に作成

撮影

案内図
N



事業前 事業後

〈概要説明〉
本路線は、門前仲町駅から富岡八幡宮への経路となっており、途中、深川不動尊の参道とも交差している。また、沿道には飲食店や大きな区立公園（深

川公園）もあり、参拝者や公園利用者などの歩行者が多い路線である。

無電柱化にあたっては、道路幅員が狭いことや、沿道には大きな公園もあり、引込需要が少ないことから、電線共同溝は片側配置とした。

歩道幅員が２ｍであるため、地上機器の設置場所の確保が課題となったが、道路管理者、公園管理者、電線管理者間で協議し、区立公園（深川公園）内

に地上機器を設置することとした。公園内に設置した電線共同溝施設の部分は、電線共同溝整備の道路指定を行った。

地上機器の設置場所を公園内に確保できたことで、本路線の無電柱化を可能とした。

事業工程
年度 H18 H19 H20 H21 H22

予備設計

詳細設計

支障移設

本体工事

引込連系

道路設計

道路工事

公園内に設置した地上機器

（西から東を望む ）

標準横断図

電線共同溝

特殊部江42号線

深103号線

江9号線

富岡八幡宮

深川不動尊
公園

公園内の地上機器設置個所

N

案内図

国土地理院地図を基に作成



事業後事業前

〈概要説明〉

本路線は、富岡八幡宮の西側に位置し、沿道には区立公園（深川公園）や深川不動尊入り口などがあり、多くの参拝客や公園利用者が行き来する

路線である。

無電柱化にあたっては、幅員２.５ｍの両側歩道を有していることから、歩道上に地上機器を設置することが可能であったが、歩行者通行をより

円滑なものにするため、また、より良好な景観を創出するため地上機器の本線外設置を検討した。道路管理者、公園管理者、電線管理者間で協議し、

区立公園（深川公園）内及び和倉橋橋詰に地上機器を設置することとした。公園内に設置した電線共同溝施設の部分は、電線共同溝整備の道路指定

を行った。 地上機器の設置場所を本線外に確保できたことで、良好な道路環境にも配慮した無電柱化を実現することができた。

事業工程
年度 H18 H19 H20 H21 H22

予備設計

詳細設計

支障移設

本体工事

引込連系

道路設計

道路工事

江42号線

撮影

深103号線

江9号線

富岡八幡宮

深川不動尊
公園

公園内や橋詰の地上機器設置個所

和倉橋交差点

N

案内図

国土地理院地図を基に作成

（北から南を望む ）

標準横断図

電線共同溝

特殊部

電線共同溝

特殊部

橋詰に設置した地上機器公園内に設置した地上機器



事業前 事業後

〈概要説明〉
本路線は、富岡八幡宮にほど近く、永代通り南側に位置しており、門前仲町駅への人の往来が多い通りである。

無電柱化にあたっては、歩道幅員が２.５ｍ未満であるため、地上機器の設置場所をどのように確保するか、また、水路を横断する橋梁が二箇所あ

るため、橋梁部をどのように通過するかが課題となった。

地上機器については、橋梁の橋詰空間を利用することで、設置位置を確保することが出来た。橋梁部については、電線共同溝管路を橋桁に添架さ

せる形で整備した。

これまで、橋梁に電線共同溝を添架した事例はなかったが、施工にあたっては水路の管理者とも綿密な調整を行い、工事を完了することができた。

事業工程
年度 H18 H19 H20 H21 H22

予備設計

詳細設計

支障移設

本体工事

引込連系

道路設計

道路工事

橋詰に設置した地上機器

（北から南を望む ）

標準横断図

電線共同溝

特殊部

電線共同溝

特殊部江42号線

深103号線

江9号線

富岡八幡宮

深川不動尊

公園

橋詰の地上機器設置個所

N

案内図

国土地理院地図を基に作成



事業前 事業後

〈概要説明〉
本路線は、亀戸香取神社の参道であり、蔵前橋通りから神社まで多くの飲食店や出店、屋台などが並んでいるため、賑わいのある地元の憩いの場になっ

ている。また、車両の速度を制限するため、車道を蛇行させるボンエルフ※という道路の整備形態をとっている。

無電柱化にあたっては、道路幅員が８.７ｍと狭小であり、両側に２.５ｍの歩道が確保できないため、地上機器の設置場所が課題となった。江東区と協

議を重ねた結果、ボンエルフの蛇行を利用し、左右交互に歩道幅員が広くなった場所に地上機器を配置することで課題解決を図った。

道路の整備形態と無電柱化がうまくかみ合った事例である。

（※ボンエルフ：コミュニティ道路において、通行部分の蛇行などにより、車の速度を歩行者と同じ程度まで低下させる方式）

事業工程
年度 H22 H23 H24 H25

予備設計

詳細設計

支障移設

本体工事

引込連系

道路設計 江東区で施行

道路工事 江東区で施行

国土地理院地図を基に作成

ボンエルフを利用した地上機器設置

標準断面図
（南から北を望む ）

電線共同溝

地上機器

案内図

亀戸香取神社

撮影

N



南側

防災公園
北側

〈概要説明〉

「三鷹中央防災公園・元気創造プラザ」の整備にあたり、周辺道路の拡幅、無電柱化が行われた。三鷹中央防災公園には「SUBARU総合スポーツセン

ター」が整備され、多くの市民が訪れる場所となっている。

周辺道路の整備について、東京都道路整備保全公社は、三鷹市道第３７２号線、第５８２号線の無電柱化を受託している。

第３７２号線は、三鷹市中央防災公園の北側に位置し、向かい側の沿道は、民家や果樹園となっている。整備前は歩道の無い幅員４ｍの狭あい道路で

あったが、三鷹中央防災公園の整備に当り幅員を６ｍに拡幅し、併せて無電柱化を実施した。電線共同溝の配置は、引込み件数が少ないため片側配置とし

ている。

歩道については、防災公園側に設け、道路区域に１ｍ、公園区域内に２ｍの歩道状空地を設け、一体とした３mの歩道空間を整備した。(標準断面図参照)

公園内の歩道状空地は、道路と一体管理としたが、電線共同溝管路や地上機器は道路区域内に設置している。

一方、第５８２号線は、防災公園の東側に位置する幅員１２ｍの道路であり、向かい側の沿道は農地となっている。引込件数が少ないことから、電線共

同溝は片側配置とした。

第３７２号線 事業前

事業工程
年度 H24 H25 H26 H27

予備設計

詳細設計

支障移設

本体工事

引込連系

道路設計

道路工事 三鷹市で施行

第３７２号線 事業後 第５８２号線 事業後 第５８２号線 標準断図
（北から南を望む ）

電線共同溝

特殊部

第３７２号線 標準断面図
（西から東を望む ）

電線共同溝

第３７２号線

公園区域を活用した歩行空間

地上機器

第３７２号線

第５８２号線

東八道路

三鷹市役所

防災公園

案内図

撮影

N

国土地理院地図を基に作成

撮影
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